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第６期 緑区区民会議のまとめにあたって 

 
区制を生かした市民協働によるまちづくりの実現のため設置され

た区民会議も、ここで第６期の任期が終了することとなりました。 

 

第６期緑区区民会議では、第５期で答申した相模原市総合計画の

緑区基本計画に定めた中山間地域の振興に関する施策の方向性に基

づき、具体的な施策について提言書を提出いたしました。 

 

区民会議で協議された内容が、区民の皆様が緑区について考える

きっかけとなり、緑区の活性化への一助になれば幸いです。 

 

結びとして、このたび、ご協力いただいた関係者の皆様をはじめ、

熱心に議論を賜りました委員の皆様に対し、心よりお礼申し上げます。 

 

 
令和４年７月 

                    相模原市緑区区民会議 

                    会長 牧瀬 稔 



 
 

 

 

区民会議の目的会議の目的 
 

区民会議は、政令指定都市移行に伴い施行された区制の導入にあわせて、各区の課

題やまちづくりの方向性について協議を行う場として設置された附属機関（注１）で、

区域内のまちづくりに関する次のような事項について話し合ったり、提案したりする

機関です。 

【区民会議における協議事項の例】 

○市長より諮問される事項   ○緑区基本計画の推進に関すること  

○その他区民会議の目的達成に必要な事項 
 

（注１）附属機関 

附属機関は、法律や条例に基づき設置されるもので、市民や専門家の意見を行政に反映させる

ため、審査や調査などを行う機関のことです。 

 
 

 

緑区の区民会議（これまでの経過）会議の目民会議 
  

緑区区民会議（以下、「区民会議」という。）の第１期においては、区の将来像や   

協働によるまちづくりの指針となる「区ビジョン」の策定に向け、市長からの諮問を

受け、緑区の特色や課題、将来の方向性等について協議を重ね「緑区区ビジョン」と

して答申いたしました。 

  

第２期（平成２４年７月から平成２６年７月まで）では、「緑区区ビジョン」で掲

げた区のめざす将来像『地域の個性が輝き 活力あふれる交流のふるさと緑区』の実

現に向け、テーマを設けて区ビジョンの推進方策について協議を行いました。 

  

第３期（平成２６年７月から平成２８年７月まで）では、人口減少や少子高齢化の

進行が予測される区の状況を勘案し、観光をテーマにした「未来を拓く活性化検討小

委員会」と、定住をテーマにした「魅力ある地域コミュニティ検討小委員会」の 2 つ

の小委員会を設け、区ビジョンの推進に向けた具体的な方策について協議を行いまし

た。 

 
 
【未来を拓く活性化検討小委員会】 

圏央道の開通や津久井広域道路の整備、リニア中央新幹線の神奈川県駅の設置など、

緑区のポテンシャルが飛躍的に向上する中、区内に点在する観光資源を活用し、ネッ

トワーク化を図ることによる地域活性化策などについて協議しました。 
 
 
 
 

【魅力ある地域コミュニティ検討小委員会】 

 自治会加入率の低下や津久井地域の過疎化などが進む中、地域コミュニティの形成

や地域の魅力づくりの観点から、若い世代や子育て世代の移住・定住促進に向けた方

策などについて協議しました。 

 

 



 
 

 

 

 

第４期（平成２８年７月から平成３０年７月まで）では、「緑区区ビジョン」の   

評価を班に分かれて行い、区の共通の課題として、地域の情報を一括で発信する必要

性などが挙げられるなど、更なる区ビジョンの推進に向けた対応方策について、協議

を行いました。 

 

第５期（平成３０年７月から令和２年７月まで）では、第１期において、協議を重

ねた「区ビジョン（平成２４年度～平成３１年度）」の趣旨を継承しつつ、人口減少

と超高齢化という大きな課題に対し、活力や魅力あるまちづくりが持続的にすすめら

れるよう、区の目指す姿を定め、取組の方向を示した「緑区基本計画」について、市

長からの諮問を受け、答申いたしました。 

 

 

第６期緑区区民会議の活動内容区基 

 

第６期においては、第５期で答申した相模原市総合計画の緑区基本計画に定めた中

山間地域の振興に関する施策の方向性に基づき、「中山間地域の振興」をテーマとし

て定め、検討してまいりました。 

第１、２回においては、緑区基本計画などについての共有を行った後、テーマを決

定しました。 

第３、４回では、本市中山間地域の人口・世帯、交通、公共施設、地域活動、空き

家、事業所等の状況について共有を図ったうえで、グループワーク形式により、中山

間地域の振興に向けての検討を行いました。 

第３回では中山間地域の魅力の抽出を議題とし、各委員の考える中山間地域におけ

るさまざまな魅力をグループ内で発表し、意見交換を行いました。 

また、第４回においては第３回で意見交換を行った中山間地域の魅力を踏まえ、①

理想と課題の抽出について及び②魅力を生かした施策案について検討を行いました。

なお、検討の際には、緑区基本計画に示されている３つの施策展開の方向性を軸とし

て、３つの方向性ごとに検討いたしました。 

第５～７回では、これまで検討してきた施策案等について取りまとめを行い、その

内容について意見交換をし、提言書を作成しました。提言書について、令和４年７月

２８日に会長から市長へ提出いたしました。 

                   

                 
 

市長へ提出 令和４年７月２８日（木） 

 



 
 

 

 

第６期 緑区区民会議開催状況 

 

 
 

回次 開催日 出席者数 傍聴者数 審  議  内  容 

１ 令和２年８月２１日 21 0 
・緑区基本計画について 

・第６期緑区区民会議の進め方について

2 令和２年１０月１６日 24 1 

・緑区におけるまちづくり等の取組につ

いて 

・区民会議のテーマ設定につて 

3 令和３年２月１２日 21 0 

・中山間地域における現状について 

・中山間地域における魅力の抽出につい

て 

４ 令和３年５月７日 19 0 

・中山間地域における魅力のとりまとめ

結果及び追加資料の説明 

・中山間地域の振興における具体的施策

の検討 

５ 令和４年１月３１日 
（書面開催） 

25 0 

・これまでの検討内容を基にした意見の

とりまとめについて 

・今後の進め方について 

６ 令和４年４月２５日 20 0 ・提言書（案）について 

７ 令和４年５月３０日 ２２ ０ 
・提言書（最終案）について 

・地域課題等の意見交換 

合計  延１５２人 延１人  

 



 
 

 

第６期 緑区区民会議委員名簿          （順不同・敬称略） 

 
      任期：令和２年 7 月 30 日～令和４年 7 月 29 日 

  氏  名 所 属 等 備 考

1 牧瀬  稔 学識経験者（関東学院大学） 会長 

2 長谷川 兌 相模湖地区まちづくり会議 副会長

3 森 誠壽 橋本地区まちづくり会議  

4 佐藤 金男 大沢地区まちづくり会議  

5 大参 正人（～Ｒ3.4.28） 城山地区まちづくり会議  

齋藤 信夫（Ｒ3.4.29～） 城山地区まちづくり会議  

6 熊谷 弘 津久井地区まちづくり会議  

7 宮野 善三郎 藤野地区まちづくり会議  

8 今井 俊昭（～R3.4.14） 相模原市地区社会福祉協議会緑区連絡会  

松井 光臣（Ｒ3.4.15～） 相模原市地区社会福祉協議会緑区連絡会   

9 中里 浩章 市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  

10 原 正弘 相模原商工会議所  

11 名久井 孝昭 津久井地域商工会連絡協議会  

12 吉野 賢治 （一社）相模原市観光協会  

13 梅津 賢一 （公社）相模原青年会議所  

14 久保 武史（～Ｒ3.12.31） （公社）津久井青年会議所  

山﨑 勇貴（Ｒ4.1.1～） （公社）津久井青年会議所   

15 佐藤 鉄郎 相模原市既存住宅リフォ-ム・改築推進協議会  

16 星 和美 特定非営利活動法人ふじの里山くらぶ  

17 池田 寛二 法政大学多摩地域交流センター  

18 
深谷 信介 

東京大学大学院都市デザイン研究室 

（ノートルダム清心女子大学） 
 

19 吉良 奈美乃 公募委員  

20 鈴木 千景 公募委員  

21 森本 誠一 公募委員  

22 山本 篤史 ㈱角川アスキー総合研究所  

23 西山 尚孝（～Ｒ3.6.17） 相模湖リゾ-ト株式会社  

早川 優 （Ｒ3.6.18～） 相模湖リゾ-ト株式会社  

24 高堂 智佳（～Ｒ2.10.31） 東日本旅客鉄道株式会社  

佐藤 賢策（Ｒ2.11.1～） 東日本旅客鉄道株式会社  

25 中原 正貴 神奈川つくい農業協同組合  



 
 

 


